
コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全ま（消まま）で指定され 
る特定保守製品です。 

法定点検を受けるために所有者登録を巧ってください。 

(製品に同姻した r 所有者票」に記入し投函願います。） 

正しく使って上手に節約 


このたびは、コ□ナ石油ス I -ーブをお買いあげ 
くださいましでありびとラございました。 

ご使用になる前に、必すこの取扱説明書をよく 
読んで、正しく使用しでください。 

まちびった取扱いは思わめ事故や故障の原因と 
なります。 

お読みになった後ち取扱説明書は「保証書」 • 
「工事説明書」となに必す保管しでください。 


ユーエイチビーティーピー 

UHB-TP1010 
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給排気筒を必ず 
点検しでください 
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1• 特に綿しでりただきがにとほをのためにおず約りくださし、) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への 
危害や財産への損害を未然(こ防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意日未は次の 
よラになつでいます。内容をよく理解しでから本文をお読みください。 


ill 


この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び死こ、重傷を負ラ可能性、 
または乂災の可能性び想定される内容を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ巧能性や物的 
損害の発生び想定されるの客を示しでいます。 


絵表示の例 



么記号はミ主意を促す内容びあることを告げるちのです。 

図の中に具体のなま意内客 （ 左図の場合は一般的なま意）び描かれでいます。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内客 （ 左図の場合はガソ IJ ン禁止）び描かれでいます。 
〇記号は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示巧客（左図の場含は電源プラグをコンたントから抜いでく 
ださい）び描かれでいます。 


么警告 (WARNING) 


•ガソ U ン厳禁 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、 /VZhJi 

絶測こ使用しないでください。 I ^71 

乂災の原因になります。 

•巧類の乾燥厳禁 ザ 

巧類などの乾燥には使用しな 1 
いでください。 / 

巧類び落下しで乂びつき、 r 
乂災の原因になります。 

uU 

巧) 

■0 

•スプレー吿厳禁 

スプレー定や力じットこんろ用 
ボンベなどを、温風のあたると 
ころに放置しないでください 。も 
熱で生の任力び上がり、 爆発が み 
しで危険です。 巧 剧巧 


•温風吹出□をふさがなし 

巧類、紙などで温風吹出□や 
空気取入□をふさびないで 
ください。 

巧類、紙などでふさぐと、, 
乂災の原因になります。^ 

、 

1 ® 

•y 非风筒浩、ホス）外れ危険 賴 

給排気筒（管、ホース）び外れ n 
たまま使用しないでください。 
外れでいると運乾中に排ガスび 
室内にちれで、危険です。 よ 

S 巧 商技, 

が 

の 

•低温やけどに注意 , 

長時間皮膚の同じ場所に 
触れないでください。 ^為ピ^ 

比較的おい温度でち低温やけ^- 

どや脱水症状の原因となります。 



•給排気筒トップ閉そく危険 

積雪びミいときには、給排気筒トップの周りび雪でふさびれでいないことを 
確認しでください。ふさが'れでいるときは、除雪しでくださし、。 

また、板などによる「雪固い」は給排気の妨げになるのでおやめください。 
閱そくしでいると運転中に排ガスび室内にちれで、危険です。 



•給排気筒トップには金網などは付けない 

給排気筒トップ(こは、虫よけのためのを網などは付けないでください。 
給排気の妨げになり、異常燃焼を起こし排ガスび室内に漏れる巧能性び 
あり危険です。 
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•定期点検の実施 

定期的に年に1回程度）に点検- 
整備を受けでください。点検を受 
けすに長期間使用し続けると、故 
障や事故の原因になり危険です。 
点検-整備はお買い求めの販売店や 
資格者のいる店(こ依頼しでくださし、。 



•ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客様ご自身による工事は危険です。据付けエ 
事は販売店や専門業客にご 〇り 

依頼ください。 ^も 

(ストーブを移設させ 
る場含ち同じです。） 








































•特に注意しでいただまたいこと(安をのために必ずお巧 0 ください) 


么注意 (CAUTION) 


•カーテン、可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちのを近づけないでくださし、。 
乂災び発をするおそれびあります。 



•を A 巧時消ゾ / 

火災のおそれが'ありますので、給油は、必す消火し、乂の気のない 1 

ところで行つでください。 


〇 

t 巧漏れ石崔呈艮 

油タンク-コ''厶製送油管-接含部-給油コックおよび機器などからの 
なミ由漏れが'ないことを確認の上ご使用ください。 

なミ由び漏れでいると乂災のおそれびあります。 

漏れを\ 

〇 

♦異常時使用禁止 ^ 

巧一異常を感じたと春は使用しないでください。 

異常燃焼のおそれが'あります。 

證〇 

参 温風に直接あたらない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

低温やけどや脱水症状(こなるおそれが'あります。 


0 

•局温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部、給排気筒、給排気筒トップ、枠 1 

上部に手などふれないでください。 

•分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。 

不完全な修理は、危険です。 



•腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の故 
障や、やけどのおそれびあります。 

機器の上に花びんや水を入れたちのなどを置かないでください。 

水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 


0 

•改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。 

また、ストーフ''や給排気筒には床暖房用の熱交換器などを取り付 
けないでください。 

乂災や排ガスび室内に漏れる原因となり危険です。 


0 

•電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物をのせたりし 、 

ないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って引 グ/ 

き抜かないでください。 /r 

乂災や感電の原因になります。 
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•電源プラグは確実に差し込む 

電源プラヴはコンたントに根元まで確実に差し込ん 
で < ださい。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンじントは使用し 
ないでください。乂災の原因になります。 

めれた手での抜き差しはしないでください。 

感電の原因になります。 



















A 注意 ( CAUTION ) 


♦長期間使用しないとをは電源プラグを巧く 

長期間使用しないとき又は保管するときは、必す電源プラグをコ 
ンたントから抜いでください。 

乂災や予想しない事故の原因になります。 


♦電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこり及び金属物を除去しでください。 
ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり乂災の原因になります。 


♦10 油の保管 

なミ由は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を避けた場所に 
保管しでください。ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 
誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれびあります。 


参変質'打油禁止 

変質な油、不純な油（ちれたな油、水の憑じっているな巧など）を 
使用しないでください。 

異常燃焼や故障のおそれびあります。 


参フアンフイルターをはずしての運転禁止 

巧流用送風機のファンフィルターをはすした状態で運転しますと、 
カーテンなどを巻き込んで乂災になるおそれびあります。 

また手などふれるとけびをするおそれびあります。 


♦膨張タンクの水位に注意 

循環水は少しすつ蒸発します。 

1ヶ月に1回程度は、冷却時に膨張タンクの水位び 
規定水位にあることを確認し、不足しでいる場合は 
床暖房専用補巧液を補給しでください。 


上限水位总上は、入れないよラま意しでください。 
/水位の点検及び補巧液の補給は、必す循環水び 
V ちえでいるときに巧つでください。 


•カーぺットのずれに注意 

カーぺットびすれたりめくれたまま使用しないでく 

す三さ t \ 

床パネルに直接触れるとやけどのおそれびあります。 
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•循環液（循環水•不凍液）の保管に注意 

幼児の手の届かない所に保管しでください。 
ち一、 飲んだ場合には吐かせで、医師の診献 
を受けでください。 



〇 


•指や棒を入れないで 

温風吹出□や空気取入□に指や棒などを入れないでください。 
クガや乂災の原因になります。 
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•巧]めてお使いになるとさの注意 

初めでお使いになるときは耐熱塗料などび焼付くまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、 
窓をあけで部屋の換気を巧つでください。 

また、小鳥やル動物などに影響する場含び考えられますので、この間は部屋に入れないで 
ください。 


〇 


•特に注意しでいたださたいこと(安全のために必すお守りください) 


€ 


〇 


〇 


0 


0 


〇 


毒水 時 1 



























•おに注意しでいたださたいこと(安全のために必ずお巧 0 ください) 


お願い （ NCmCE ) 

•機器を廃棄ずるとさの注意 

ストーブを廃棄処分するときは、定油面器のなミ由を 
抜きとっでください。 （24 ページ） 

なミ由を入ったまま廃棄すると IJ サイクルの際に思わ 
め事故になるおそれ力 s ' あります。 

•口油の廃棄 

なミ由の廃棄処分は、な巧をお買い求めになった販 
売店にご相談ください。 

J 


2. 使巧する場所 


ス I -ーブを安をに使用するためには、場所の選定び大切です。 


安をに使用するために 




参ち気の入ってくるち向、例えば窓側などに置くと、 
ち気びストーブで暖められで巧流しますので、効果 
白勺です。 


出入□など人の通るところは、ぶつかると危険で 
すので避けでください。 


参部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を/じ\びけましよラ。 


ス I -ーブの前面に障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、ふく射熱によってス 
トーブ全体の温度び上昇しで危険です。 

設置場所には十分ま意しで効果的に使用しで<ださい。 


•ストーブの前は、反射板からのふく射熱びでますので、床暖パネルとの距離を考慮しでください。 
参温水配管の長さび短くなるよラな位置にストーブを設置しでください。 














































3. 各部のち称 


外観 



上面板ふた 


正面 

v _ 

前面ガード- 


力'ラス円筒 


削板- 

ボイラー運転スイッチ 

調節脚- 

置台- 



上面板 


とつで 


表示部 


ス h - ブ運転スイッチ 


—操作部 

〔スープンポケツ h ) 

忠由面器! J セツ h レバ~ 


背面 

本体固定金具—— 

巧流用送風機(内部) 
給排気筒- 


ス h —ブ用 
燃焼巧送風機 

水平器- 

ゴム管口 

給気ホース- 

電源〕ード- 

排気管あけ検知用 u ~ ド線 



フアンフイ ルター 


-巧流ファンクース 

-サブタンク(巧部） 

-背面カバー 

-熱交サー f スタツ h (巧部） 

異常過昇防止サーモスタツ S (巧部) 

-本体:固定金具 

-防爆装置(巧部) 

-熱交換器(内部） 

熱なあイ本 V 巧部） 
-あ体排水 □ 

-が位討 

-ノ \'イノ \°ス管 

-温水往き □ 

-エ又抜き/りレブ 

-温氷戻り □ 

-ルームサーち 

-ポイラー用燃焼用を風機 


構造図 


燃焼筒みた巧え 
断熱板 

放熱器(巧部） 

スケル h ン 
点検窓 
ま水カップ 
給が扉 

フレーム□ツド 
給がキや、ソプ(巧部) 



循環ポンプ単独運転スイッチ(内部） 

膨張タンク 
巧らだき電極(巧部） 

湯温サー S スタ（巧部） 

排がを 

ボイラー•バーナ 
切替サーモスタツ!- 

ボイラ…用点义ヒータ 
ボイラー用送;由管 


ス S —ブ用点义ヒータ 


•ポッ S サーミスタ（巧部） 
点义ネッ1-(内部） 
y スル(巧部） 


断熱板/ふた 


燃焼筒/ふた 
過熱防让:サーちスタツ S 
異常過熱防止サー亡スタツ S 

スブバーナ 
反射板 

プ U ン h 配線板 
燃焼リンブ 
安全サーミスタ(基板上） 
ボイラ~用点义 S ランス（内部） 
h ランス(巧部） 
巧震白動消义装置(巧部） 
ス h —ブ用電髓ポンプ 
ボイラー用電磁ポンプ 
をミ由面器 
ス K ーブ用をミを管 









































































































































































































































3. 各部のさ称 


表示部のさ称と働き 


ボイラー燃焼表示(ホ) 


-ボイラーバーナが'本燃焼になる 
と点灯し、ボイラー運転スイツ 
チを押しで「切」にするまで点 
なし続けます。 

腐温制御による消乂時を除く） 


ボイラー消乂表示(青) 


• ボイラー運転スイッチを押しで 
「切」 （ A ) にすると点灯し 
:肖ゾ/し于す 

-燃焼室が冷却すると消なします。 


ボイラータイマーマーク(青) 


• 床暖房(ボイラー)側びタイマー 
じット（タイマー切替スイッチ 

び レでィラ- しまたは 試云 
にじツト）されると点なします。 


ボイラー運お表示(ホ) 


ボイラー運転スイツチを押しで 
「入」（ム）にした時に点な 
し、運転します。 

運転中は点灯し続けます。 


設定湯温表示(青） 

• 室温設定ボタンで設定した室温 
を表汀^します。 

•ストーブじトラスレび発生する 
と、トラブル箇所び記号表示 
(モニターサイン ー E • P 表示） 
されます。 



ス 1 -ーブ燃焼表示(ホ） 


•ストーフ'パーナび本燃焼の間点 
なします。 



ストーブ運乾表术（ホ） 


•ス1ーブ運転スイツチを押しで 
「入」（ム）（こした時に点灯 
し、運転（点乂）します。 

-運転中は点なし続けます。 


ストーブタイ 7— 7—ク(青) 

•ストー: 
イマー6 

または 

れると f 

フ 1胁か 
磨スイ、:^ 

ストーブ 

ボイラー 

鼠なしま’ 

f マーじツト（夕 
'チが (ストーブし 

にじツト）さ 

す。 


設定湯温表示(青) 


• ボイラー湯温調節ボタンで設定 
した温水の鼓定温度を表しま 
す。 

• 床暖房（ボイラー）側にトラフ'' 
ルび発生すると、トラブル箇所 
が'記号表示（モニターサインー 
F 表示）されます。 



ストーブ消乂表示(青) 


•ス I -ーブ運転スイッチを押しで 
「切」 （ A ) にすると点灯し 
爷ツ/し于す 

-燃焼勤荷却すると消なします。 


現在湯温表示(青) 

-温水出□温度を表示します。 


ボイラー運転スイッチ 


•押す（ム）と床暖房（ボイラ 
-) び運転します。 

• ちラー度巧す （ i ) と運転を 
停止します。 


タイマー表示(青) 


. タイマー運輯中は点なします。 
•タイマー運転停止中は、消なし 
ます。 


たーブ運転表示(青) 


■ストーブのじーブ運転中は点な 
し、解除すると消なします。 
•室温設定を10で （ F 点設定）に 
すると自動のにじーフ''運転にな 
り点なします。 


時刻表示(青) 


-通常は現在時刻を表示します。 

• タイマー運転時は、タイマーじ 
ット時刻を表示します。 


時計動作コ□ン(青) 


-現在時刻を表示しでいるとさは 
点滅しでいます。 

• タイマー t ット時刻を表示しで 
いるとさは消なしでいます。 


じ ー ブ消乂中表示(青) 


•ストーブのじーブ運転中に室温 
び設定温度より約3で上昇する 
と点灯し消乂します。 

• 室温び設定温度【こまで下びると 
消なし点乂動作を始めます。 



ス 1 -ーブ運転スイツチ 


•押す （ i ) とストーブび運転 
(点乂）します。 

-ちラー度押す （ ±)と消乂し 
ます。 


■運転停止中は節電のため、表示はすべで消なします。 

参現在時刻を確認したい時は、操作部の押しボタンスイッチのいすれかを押しでください。1分間、現在時 
亥略表示します。 

•タイマー運転中は節電のため、表示がすべで暗くなります。 

※運転停止中ち現在時刻を表示させることが'できます。（運転停止中ち時計を表示させたいとき） （18 ページ） 
の項を参照しでください。 













































































































時計*タイフー 


自動 


亟 


手動义力調節 
微少ル 中 大 

•|川|卜|||||卜|圓|画|画* 


入/切 

Q 

わーブ運転 


低め局め 

W 全 

襄温設定 


ボイ女一煮輔調節 


©v 

レ1 

7^ 

心高 f 


ボイラー湯温調節ボタンを 
巧して、希望の設を温度に 
調節して < ださい。 


タイ7一切巧 



タイマー切換スイッチ 


ストーブ 


かつ つ- 


ボつ フー 


ストーブ 


床暖房(ボイラー）、ス I ーブ両ち 
をタイマー運転 

床暖房(ボイラー）のみをタイマー 
運輯 

ス I ーブのみをタイマー運転 


が上の3通りのいすれかの位置に含わせます。 
タイマー切換スイッチの t ット位置に応じた 
タイマー運転びできます。 



時ボタン 

時刻の「時」を合わせる 
ときに使います。 


分ボタン 


時刻の「分」を合わせるときに使 
います。 

時計調節スイッチの位置により、 

1回の巧しの進みちび異なります。 
「時言 t ^」... 1分の変わのます。 
「タイマー合せ」…5分すつ変わり 
ます。 


室温設定ボタン 


ストーブ'乂力調節つまみを「自動」（こす 
ると ルームサーモ による室温設定 
に9〜15で、10で （ F 点設定）〕びで 
さます。 

「高め」•••設定温度を1ですつ上昇 
「おめ」…設定温度を1ですつ低下 


ストーブたーブ運まちボタン 


•ストーブ乂力調節つまみび「自動」のとき、 

1回押すとストーブたーブ運輯します。室温 
び設定温度より一定温度上昇すると消乂し、 
一定温度低下すると自動的に点乂動作に入り 
ます。 

.再度押すと、ストーフ、たーブ運乾は辭除されます。 


タイマー t ットボタン 


■ タイマー運転 

ボイラー運転スイッチ、又はストーブ'運輯スイッチを「入」にし、タイマーじ 
ットボタンを押すことじより、タイマー表示とタイマーマークび点な、時刻表 
示にタイマーじット時刻び継続しで表示され、タイマー運転び開始されます。（夕 
イマー表示び点なしなければタイマー運転は開始されません。） 

‘ iz ット時刻になると、タイマー表示とタイマーマークび消なし現在時刻び表示 
されで自動的に運転び開始されます。 

‘タイマー運輯の辭除 

タイマー運転中にちう一度、タイマーじットボタン慰甲すとタイマー運転が解除されます。 


3. 各部のさ称 

r オープンボケット内操た部の名称と働き 


■オープンポケットの開閱 

参才ープンポクットを軽く押し込むと、ゆっくり出できます。操作後軽く押しちどすと□ックしで止 
まります。 

し 操作するとさ必外は、閉じでご使用ください。) 

■表示部のおるさ調節 

参時計調節スイッチを「通常」に合わせで「時ボタン」を押しなびら「分ボタン」を押すことにより、 
表示部の明るさを2段階に調節することが'できます。 
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4. 使用前の準備 



燃料は必すな油 （ J に1看な油）を使用しでください。 

♦ I 么 警告 I ガソリンなど揮発性の高い油は、乂災の原因になりますので絶巧に使用し 
ないで < ださい。 

参 rz 么注意1 変質な油、ちれたな油、水の混じっているな油などは、絶巧に使用しない 
でください。 

♦ 私注意1 なミ由は、必す乂気-雨水-ごみ-高温及び、直射曰がを避けた場所に保管 
しでください。 




■給ミ由の際の手順とま意 



•送ミ由バルブを閱じで給ミ由□ふたをはすし市販の給ミ由器具で灯ミ由を給ミ由 
しでください。 

ミ由量計の針び「満」をさしたら給ミ由をやめでください。 

•給ミ由□ふたを必すちとどおりに締めでください。 

•給油の際に、水、ごみなどを入れないよラ特にま意しでください。 

♦ I 么注意 I 火災のおそれびありますので、給油は、必す消乂し、火の 
気のないところで巧つでください。 


■給油□ふたは、確実に締めでください。 

■こぼれたなミ由はよくふきとつでください。 

■燃料のれのま意と空気巧さの方法 

油タンクを空にしないよラにミ主意しでください。 

ミ由タンクを一写空にしますと、送油経路内に空気がたまり、正常に送油びできなくなることびあり 
ます。このよラな場含には次の順唐で空気抜きをしでください。 

1. ミ由タンクに給ミ由します。 

2. ストーブ'のゴム管□から、ゴ厶製送油管をはすします。 

3. コ''厶製送油管から油び連続しで流れ出ることを確かめでからコ''厶製 
送ミ由管をちとどおりにス I -ーブに取り付けます。（ミ由びこぼれない 
よラに容器を用意しでください。） 



運転開始前の準備と確認 


■安を装置のじット、取扱上のま意 



定油面器の t ット 


初めで使用するときやシーズン初めには、ストーフ''正面ち下の定油面 
器リじツトレバー(黒色）を左ち向に止まるまで押しでください。 


参 IJ じットレパーは据え付け時やシーズン初めに操作します。定 
ミ由面器に強い衝撃をちえたり異常びあったとき必外は、特に操 
作する必要はありません。 ち一 、点乂操作後な油び出すにモニ 
ターサイン E 1、 E 2 や F 6、 F 7 び表示されるよラな場台は IJ じ 
ットレバーを押しでください。 

(安全巧びはすれ、なミ由びスムーズに流れます。） 

参 Ut ットレバーは乱暴に扱ったり、押したままの状態には絶な 
にしないでください。 


















































•• 使用前の準備 

運起開始前の準備と確認 


■循環かのか位確認 


参^ストーブ左側面の水位計で、膨張タンクの規定水位（上限 
水位と下限水位の間）まで循環水（コ□ナ床暖房用循環液）び入っ 
でいることを確認しでください。 

循環水び入っている場含は黄色になります。 

循環水は上限]^上入れないよラま意しでください。 

水位び下限]^下の場含は、床暖房専用補巧液を入れでください。 
(水位の点検及び補な液の補給は、必す循環水びちえでいる時に巧つでく 
ださい。） 


■送ミ由経路のミ由漏れの確認 

参ミ由タンクや送ミ由管の接含部などから油漏れが'ないかどラか確認しでくださし、。 


■温か配管のバルフ T 開 j の確認 

•温水配管の途中にバルフ'が取り付けられでいる場合は、 必す運転前に1部屋 （1 回路）必上のバルブ 
び常に開いでいることを確認しでください。（循環水び常に流れる状態にしでください。） 


参バルフ'が全部閉じたままで運転しますと、安全装置の働きで運転を停止し、警報び出ることびあります。 


■温か配管の水漏れの確認 

参ストーブ内部や温水配管接合部から水漏れびないか確認しでください。 

参温水配管の遠中にバルブを取り付けた場台は、必すバルフ'が開いでいることを確認しでくださし、。 


■電気配線の確認 

♦ IA 注意 I 電源プラグをコンたントに根元まで確実に差し込んでください。 

•電源コードび給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでくださし、。 


た!'注意 I 電源 プラグ- コー ドの発熱-発乂を防ぐために… 

参電源は必す適正配線された単相1 00 V のコンじントを使用しでください。 

参電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用*他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


■接地(アース)の確認 

•工事説明書にしたびい、接地（アース）がとられでいるかどラか確認しでくださし、。 
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5. 使用方法(使い方) 


•ストーブの運乾には3種類の方まびあります。ご希望に応じで使い分けでください。 

•床暖房（ボイラー）単独運転……床暖房（ボイラー）だけの単独運転を行ラ場合。 

♦ストーブ単独運転 . ストーブだけの単独運転を巧ラ場合。 

•床暖房（ボイラー）•ストーブ同時運転•••床暖房（ボイラー）運転とストーブ運転を同時に巧ラ場合。 

•ストーフ ''の 乂力調節には2種類のちまが'あります。ご希望に応じで使い分けでくださし、。 

•自動運転 . 希望の室温設定を巧ラことにより、室温を設定室温(こ自動調節します。 

•手動運転 . 乂力調節つまみを「微少」〜「大」の間に希望火力に含わせることにより設定火力 

で燃焼を継続します。 


運転開始(点义) 


■床暖房(ボイラー)単独運転 

•時計含わせは15ぺージ「現在時刻の調節ちま」を参照しで巧つでください。 



時刻表示び現在時刻を表示しでいることを確認しでくださし、。 


2 •ボイラー運転スイツチを押しで「入」にしでくださし、。 
自動的に次のよラに運転（予備燃焼*本燃焼）します。 


KIRARA GYG 

ボイラ-- ] 



• ボイラー運転表示点の 
• 設定湯温表示点な 
• 現在湯温表示点む 
• ル巧量流出 
• 燃焼用送風機まわる 
• 循環ポンプ作動 



• ボイラー燃焼表示点巧 
• 巧流用送風機まわる 
’設を湯温になるようじ 
g 動調節される 
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スト~ブ燃焼表示点巧 
巧流用送風機まわる 
設定室温と部屋①が況 
じ廠じた乂力になる 



X 予備燃焼後約 2. 5分間、乂力は中乂力になります。 


ストーフ''乂乃調節「手動運起」の場台 


参ス I -ーフ''火力調節の手動運転のちまは13ページ「ス I -ーフ''乂力調節（手動調節- 
を参照しで巧つでく ださい。 


-手動運転 ） J 


し、。 


りせ 


■ストーブ単独運起 

参時計合わせは15ページ「現在時刻の調節ちま」を参照しで巧つでください。 




時刻表示が'現在時刻を表示しでいることを確認しでくださ 


2 •オープンポクット内の乂力調節つまみを「自動」に合; 
で < ださい。 


3 •ストーブ運転スイッチを押しで「入」にしでください。 
自動のに次のよラに運転（ず備燃焼•本燃焼）します。 
(ス I -ーブ火力調節「手動」（微少〜大）の場合は設; 
温の表示はありません。） 


I 


1 


ス h —ブ遷転表示点む 
設定室温表示点巧 
燃焼用送風機まわる 


• ルミあ M 流出 


ス h —ブ運転スイッチを巧す 


ストーフ''乂力調節「自動運較」の場台 



運転開始点乂 


. 使用方法使い方 


5〜6分ぞ備燃焼^^^^_-本燃焼 

-動運転^- 
































































使用方法(使い方) 


■床暖房(ボイラー）•ストーブ同時運転 

•時計含わせは15ページ「現在時刻の調節ちま」を参照しで巧つでください。 





3. ボイラー運転スイッチ及びストーブ運転スイッチを押しで 
「入」にしでください。自動的に次のよラに運転（ず備燃 
焼-本燃焼）を開始します。 

(ストーブ'乂力調節「手動」（微少〜大）の場含は設定室温の 
表示はありません。） 


ストーフ''乂力調節「手動運較」の場台 


参ス I -ーフ''火力調節の手動運転のちまは13ページ「ス I -ーフ''乂力調節（手動調節一一手動運転）」 
を参照にしで巧つでください。 


•運転スイッチを「入」にした時、タイマー表示该示時刻に運転します」び点なする場合は、夕 
イマー運転となりますので、タイマーじットボタンを押しでタイマー運転を解除しでください。 

参燃焼中に運転スイッチを押しで「消火」にしたり、タイマーじットボタンを巧すなどしで約1妙 
必上通電を止めますと自動消乂し、燃焼室が'冷却しでからでないと再点乂できません。 


室温の調節(自動運転) 


オープンポクット内のス I -ーブ火力調節つまみを「自動」に合わせると、ルー厶サーモによる自動 
運転となり、設定室温に自動調節されます。 

表示部に設定室温に4で）び表示されますので次のよラに調節しでください。 



たーブ運転 


•室温設定ボタン「高め」を巧すたびに rc 上昇します。 
(上限29で） 

• 「低め」を押すたびに15でまでは rc すつ下びり、 
15でからはいきなり10で （ F 点設定）となります。 

参10で設定の場含はじーブ運転表示び点なし、たーブ 
運転となります。 

r 設定室温を15で总上に上げるとじーフ''運転表示^ 

I び消え、自動的に解除されます。 J 


ストーブ'乂力調節「自動」運転時に、微少乂力でち室温が'設定室温より上昇する場含、設定室温より約 
3で上昇すると自動的に消乂し、設定室温まで下びると点火動作に入ります。これをくり返すことによ 
りむだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 



•室温設定ボタンにより希望の室温設定後、じーフ''運転 
ボタンを押しでください。 

じーブ運転表示び点なし、じーブ運転となります。 
•じーフ''運転ボタンを再度押すことによりじーブ'運転表 
示び消え、じーブ運転解除となります。 



















































5. 使用方法(使い方) 


. 特に温度設定しない場合は、自動のに40でに設定さ 
れ、表示されます。 


2 •ボイラー湯温調節ボタンを押すことにより、次のよ 
ラに循環水の温度設定が'できます。 

•「低」……1回押すたびに設定温度を5で下げ設 
定湯温表示に表示します。 



3 -現在湯温表示に循環水の現在湯温か'表示されます。 
現在湯温表示は、20で〜80でで表示されます。 


高温スイッチについで 


19でじ(下- 

81でじ(上‘ 


L 0表示 
Hi 表示 


参ファンコンベクター等を設置し、循環水の續温設定を70でより高くしたい場含、高温スイッチを 
「入」にするよラに販売店に依頼しでください。 

•高温スイッチを「入」にすると、湯温の設定範固は30〜75でで、5で単位で設定できます。 

参湯温の温度調節は、循環水の温度調節のためであり、部屋全体の温度調節ではありません。 

床暖パネルの力一ぺット表面び熱くなりすぎないよう使用温度には、十分ま意しでください。 

高温スイッチは通常は、「の」のが態で使用しでください。 

参設定湯温と現在湯温とは、家屋の構造や設置条件によって一致しない場含ちあります。 


情」……1回押すたびに設定温度を5で上げ設 
定湯温表示に表示します。 



卜ーフ'ツ i 力調節(手動調節一手動運起) 


室温設定による自動運転の他に、ストーブ火力調節つまみによる手動乂力調節び巧能です。 

次のよラにしでください。 

参乂力調節つまみを「微少」から「大」の間のご希望の位置に 
台わせでください。 

表示部の設定室温表示び消えで火力調節つまみの設定火力 
で燃焼します。 


自動 



OD 


I 炎のが態 

ストーフ''の据付けや給排気筒の設置条件で、炎は多少変化します。 

参炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ火）びまじつでち異常ではありません。 


循環かの温度調節 


循環水の温度調節を巧つでください。 

循環水の湯温を設定すると、設定湯温になるよラに自動調節されます。 
湯温の設定範囲は30〜70でで、5で単位で設定できます。 


ボイラー湯温詢節 
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使用方ま(使い方) 


運転停止(消义) 


■床暖房(ボイラー)運転停止 



参ボイラー運転スイッチを押しで「切」にしでください。 
ボイラー燃焼表示か'消なし、消乂表示が'点なします。 

燃焼室が'ち却すると自動的に燃焼用送風機、巧流用送風機、僱 
環ポンプが'停止し、時刻表示必外のすべでの表示類が'消なしま 
す。 


■ストーブ運転停止 



参ストーブ'運転スイッチを押しで「切」にしでください。 
ストーブ'燃焼表示び消なし、消乂表示び点なします。 

燃焼室び冷却すると自動的に燃焼用送風機、巧流用送風機び 
停止し、時刻表示]^外のすべでの表示類が'消なします。 


• 「 A 注意1 2曰]^上家をあけるなど長時間使用しない場含は、運転び完全に停止しでから電源プラ 
グをコンじントから巧いでください。 

参外出のときは、必す運転を停止（消火）しでください。 

参運転停止後、燃焼室びち却（消火表示び消な）するまでは電源プラグをおかないでください。 
ちし抜きますと、ガラス円筒びくちったり、ストーブの表面温度び上昇します。 


消乂後、再点乂するときのを意 


•燃焼中に誤って電源プラグを抜いたり、運転スイッチを「の」にすると、再点乂安全装置の働き 
で、ス I -ーブび冷却されるまで再点乂できません。 

ただし瞬間的な消乂操作（約1秒]^内）の場合は、そのまま燃焼び継続されます。 

•停電時には、必す運転スイッチを「の」にしでください。 























5. 使用方法(使い方) 


時計-タイ7— 


現在時刻の調節ちま 


1 •オープンポクット内の時計調節スイッチを「時計含せ」（こ 
します。はじめで使用するときや、電源プラクを長時間に 
抜いたときは、 

時刻表示は一：- . を表示します。 



例：午前6時15分に合わせる場合 


(時 ( 

ろ 

) 

CD 分 

T 

\ 


rN 


2 . 時計調節の「時」 
ます。 


「分」ボタンを押しで現在時刻を合わせ 


午前 


ら••日日. 


時 CZ ) 
- ! 

L 辛 

?分 

— J , 




つ 


午前广 • /C 


にします。③「分」ボタンを押しで"午前6:1 5" にします。 

3./ 必す時計調節スイッチを「通常」位置にもどしでください。 
この時から時計が'動きだします。 


参必す時計調節スイッチび「通常」になっていることを確認しでください。 

参30妙]^内の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻合わせの必要はありません。 
それ必上の停電で、時刻表示が' 一 ： 一一. を表示した場合は、時刻台わせをおこなっでくださし、。 































































これで時刻表示には現在時刻が'表示されます。 


■タイ7—運転方法 


床暖房(ボイラー）単独のタイ7—運転 


タイフー切換 


ス S —ブ 
ボイラ- 


ボィラ- 


狼 


が 


" Uh - フ 


タイ动 


仁 




•ストーブ'運転をしたままで床暖房（ボイラー）の 
タイ7—運転を巧ラ場合 


1. タイマー切]替スイッチを r ボイラ-1 の位置に合わせでくだ 
さい。 

2 •ボイラー運転スイッチを「入」にしでください。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

3. ボイラー湯温調節ボタンで、循環水の温度をご希望の温度 
に合わせでください。 

4 -タイマーじットボタンを押しでください。 

時刻表示にタイマーじット時刻が'表示され、タイマー表示と 
ボイラータイマーマーク（燃焼中の場合は消火表示ち）か' 
点なし、床暖房(ボイラー)だけのタイ 7- 運転に入ります。 


運転時刻の合わせ方 



例：午前6時30分に合わせる場台 

午前 


時® 


U 


1 •才ープンポクット内の時計調節スイッチを「タイマー含せ」に 
します。はじめで使用するときや、電源プラヴを長時間おい 

たときは、時刻表示は一：-を表示します。 

2 •時計調節の「時」-「分」ボタンを押しでタイマー点乂時 
刻を合わせます。「分」は5分ごとに動かします。 


- nn 

• UU 


時0 

( 

ろ 

?巧 

■ 午前 

y 

S 




I I • 


in 


①「時」ボタンを押しで"午前6 : 00" にします。 
これでタイマーじット時刻び記憶されました。 


時計-タイ 


③「分」ボタンを押しで"午前6 : 30" にします。 
3. 必す時計調節スイッチを「通常」位置にちどしでください。 


0分 


タイマーの使用方ま 


.使用方法使い方 


マ 

夕 


么せ口 


剖 

通 




計せ 

時含 















































































































5. 使用方法(使い方) 


タイマー使用方法 



タイ或 


たン S 


. 床暖房（ボイラー）運転をしたままで、ストーブ'のみの 

タイマー運転を巧ラ場合 

1•タイマーの誓スイッチを I ストーブ 1 の位置に含わせでくだ 
さい。 

2•ストーブ'運転スイッチを「入」にしでください。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

3. 運転するときのご希望の乂力に合わせでください。 

んタイマーじットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーじット時刻び表示され、タイマー表示と 
ス I -ーフ''タイマーマーク（燃焼中の場含は消乂表示ち）が'点 
なし、ストーブだけのタイマー運転に入ります。 


床暖房(ボイラー）•ストーブの同時タイマー運転 •••床暖房(ボイラー)とストーブを同時にタイマー運転する場合 


タイフー切換 


ストーブ 
ボイラ- 



タイ凉 




たント 


1•タイマー切替スイッチを 
さし、。 


ストーブ 

かイフー 


の位置に合わせでくだ 


2•ボイラー運転スイッチ、ストーブ'運転スイッチを「入」に 
しでください。 

(燃焼中の場含はそのままです。） 

3- 運転するときのご希望の室温又は、ストーブ乂力に合わせで 
<ださい。 


4. ボイラー湯温調節ボタンで、循環水の設定湯温をご希望の 
温度し合わせでくたさい。 


5-タイマーじットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーじット時刻が'表示され、タイマー表示と 
ボイラータイマーマーク、ストーブ'タイマーマーク（燃焼中 
の場合は消乂表示ち）が'点なし、床暖房（ボイラー）とスト 
-ブのタイマー運転に入ります。 


参 I 床暖房(ボイラー)単独運転時の床暖房(ボイラー)タイマー運転 II ストーブ単独運転時のストーブタイマー運転]の場含も にトン 

- II - [ボイフ~ 

の位置に含わせでおくことで、それぞれの単独タイマー運転びできます。 

•タイマーじット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーじット時刻、タイマー表示「表示時刻に運 
転します」及びタイマーじットマークび表示され続けます。 


•タイマー運転は、運転スイッチび「入」になっていないと運転び開始されません。 
参おでかけのときのタイマー点乂は避けでください。 




































































































使用方法(使い方) 


■タイ7—運転の解除 

参タイマーじットボタンを巧します。 

タイマー表示とタイマーマークび消なし、時刻表示に現在 
時刻び表示され（時計動作コ□ン点滅）、タイマー運転び 
解除されます。 

参このままであればボイラー運転表示及びストーブ運転表示び 
< __ 点灯し、自動的に運転を開始します。運転を停止する場含 

心么 // / • 一!！！ は、ボイラー運転スイ、ソチ及びス I ブ運転スイッチを 

十イ矣/ しし 一 f し I • 「切」にしでくださし、。 


タイ或 


説卜 


■タイ 7 -じツ ト 時刻•現在時刻の確認 

参タイマーじツト時刻の確認 

-時計調節スイッチを「タイマー合せ」に合わせます。 


r 時計-タイ7— 

含な含せ 


午刖 ， S •• -,7 / 


時刻表示にタイマーじット時刻が'表示 
されます。 


•現在時刻の確認 

•時計調節スイッチを「時計合せ」に合わせます。 



時刻表示に現在時刻び表示されます。 


参確認後、時計調節スイッチは、必す「通常」位置にちどしでください。 


運転停止中ち時計を表示させたいとき 


^•運転停止中は節電のため現在時刻は消なしますび、下記のちまにより現在時刻を表示させることびできます 。 J 


■現在時刻を表示させるち法 



の！作部のし巧れかのボタンを押し、現在時刻を表示させます。 

(現在時刻を表示しでいる時は、この操作は必要ありません。） 
②時計調節スイッチを「通常」位置に台わせで「時」ボタン 
を巧しなびら室温設定ボタン眉め」を巧します。 

•必上で、運転停止中でち現在時刻び表示されるよラになり 
ます。停電になった時は再度操作をおこなっでください。 







































































5. 使用方法(使い方) 


循環かの凍結予防(循環液のを入) 


寒ち地だけでなく、暖かい地域でち凍結予防及び腐食予防のために、必す循環液を入れでください。 
参僱環液は必すコ□ナ床暖房用僱環液（別売品）をご使用ください。他の不凍液を使用したり、混合し 
たりすると製品の寿命が'短くなります。 

•循環液は3年を目安に入れ替えでください。（開封した循環液ち含む） 


結露水の処理 


参排気管に結露水びたまった場含は、お買い求めの販売店に点検を依頼しでください。 



5. 使用方法(使い方) 


モニター サインついで 


ストーブにトラブルび発生すると、トラブル箇所び設定湯温表示及び設定室温表示に記号表示（モニタ 
ーサイン）されます。 

この場台記号表示の内容を、ス I ブ左側面に巧刷されたモニターサインー覧表、又は31 -32 ぺージ 
「故障.異常の見分けちと処置ちま」をご覧の上、必要な処置をしでください。 


<モニターサインー覧表> 


分類 

モニターサイン 


異常 

が態 


分類 

モニターサイン 


異 

常 

状態 



E 

1 

途 

中 

消 


乂 

ス 

卜 

P 1 

ポ 

ット 

予 

熱不 

足 


E 

2 

不 

着 


乂 

P 

2 

ポ 

ット 

ご曰 

/nn 

度低 

下 

ス 

E 

3 

巧 

震 

作 


動 

1 

P 

3 

ポ 

ット 

異 

常過 

熱 

E 

4 

安 

全サ- 

-モ 

作 

動 

ブ 

P 

5 

薑 

板 


不 

良 


E 

5 

排 

気管抜け検巧 

] 作 

動 

ホ 

F 1 

熱 

交サ 

— 

モ作 

動 

卜 

E 

6 

ル 

ームサ 

-モ 

断 

線 

F 

2 

湯 

温サ- 

-三 

スタ断 

線 


E 7 ’ 

• E 9 

停 




電 


F 

3 

巧： 

だ 

き 

検 

出 

1 

E 

8 

疑 

似 

火 


炎 

イ 

F 

5 

熱 

交異 

常検 

化 

1 

E 

A 

燃1 

晓用送風^ 

機異常検出 

ラ 

F 

6 

途 

中 


消 

乂 

—1、、 

E 

C 

ル 

一厶サ 

-モ 

短 

絡 

F 

7 

不 


着 


乂 

フ 

E 

d 

巧流ファン回転数異常検出 

1 

F 

A 

燃焼用送 

風機異常検出 


E 

E 

1 旱- 

Lb 時ポッ 

卜異常過 

m 
. /»\\ 

1 

F 

C 

湯 

温サ- 

-こ 

スタ短 

絡 


E 

0 

薑 

板温 

度 

異 

常 



使用上のま意 


本書の「特にま意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください）」の他に、次の項目につ 
いでちミ主意しでください。 

参ク IJ 一ニング店、美容院などの化等薬品を使ラところや温室、飼胃室など、動植物の育成裁培に使用 
しないでください。 

参雷が'発生したとき、雷（誘導雷）により一時的に過電任が力、かってち、過電任防止装置が'機器を保護す 
るしくみになっでいますび、大きな雷（直撃雷など）の場合は、電ろ部品を損傷するおそれびありま 
すので、電源プラグをコンじントから抜いでください。 

参温水配管の途中にバルブび取りつけられでいる場含は、 必す運転前に1部屋 （1 回路）上のバルフ'' 
び常に開いでいることを確認しでください。（循環水び常に流れる状態にしでくださし、） 


mm 





































6. まを装置 


このストーブにはなのよラな安全装置びついでいます。 

すべでの安全装置は、異常か'取り除かれでち再度点火操作をしなければ運転は停止したままです。 


安全装置 

原因•作動結果 

処置方ま 

巧 震 g 動消义装置 

(1<55'1 表示） 

♦強い地震や衝撃を受けたとさ 

ク 

-モニターサイン | f 3| 表示 
自動のに消乂（ストーブ•ボイラー） 

•地震によって作動した場台、周囲 
の巧燃物、機器の損傷、ミ由ちれ、 

給排気筒のはすれなど異常びない 
ことを確認しでから再点乂しでく 
ださい。 


点义ちを装置 

燃焼制御装置 

(途中消义） 

If 表示(ストーブ） 

1 卜-引 表示(ボイラー） 
(不着乂） 

[T 巧 表示(ストーブ） 
[\ F 1\ 表示(ボイラー リ 


参点乂5スをしたとさ 
•途中消乂したとさ 
•炎が'異常にルさいとき 

ク 

-モニターサイン If 表示また 
は 1 f 引表示 
自動的に消乂（ストーブ') 

• モニターサイン 1 ,ご6 1 表示また 
は 1 7 1 表示 
自動的に消乂（ボイラー） 

参 日常の点検-手入れ （23 〜30ぺ 
ージ参照）をしでから点乂操作を 
しでください。 

参な おち異常びある場台は、お買い 
求めの販売店にご相談ください。 

r 

停電ちを装置 

If 7 1 表示 -IP 引 表示 
(30 秒必上） f 1 秒必上^ 
30 秒未満 

■N 

ノ 

参 停電したとさ 
•電源プラグび巧けたとき 

ク 

. 通電後モニターサイン1，571表示 
または1巧1表示 
自動のに消乂（ストーブ'•ボイラー） 

参 If 7 1 の場含、時計などのたット 
をしでから、点乂操作をしでくだ 
さい。 

参 If 91 の場含、通電後点乂操作を 
しでください。 

•電源プラグを確認しでください。 

過熱防止装置 

♦過熱防止サーモスタット 130 で 
(で巧 表示） 

参 巧流用送風機のフアンフィルター 
やス1-ーブの前面びふさびった 
とさ 

参ス トーブの前面に障害物などび 
おると香 

ク 

• モニターサイン IP イ 1 表示 
自動のに消乂（ストーブ'•ボイラー） 

•フィルタの掃除-障害物を取り除 
いでください。に8ページ参照） 
f 異常過熱防止サーモスタット^ 

: 220でび作動した場含（表示部 
を消の）は、点検-修理を依頼 

L しで<ださい。 J 

•なおち異常びある場含は、お買い 
求めの販売店にご相談ください。 


•停電したときの再通電直後 ( L £^ または L £ 至]表示）点火操作をすると L £^ 表示び出ることびあ 
りますび、これはストーブの温度び一時的に上昇するためで、異常ではありません。 4 〜 5 分ち却した 
後に、点火操作しでください。 






























































その他の装置 


装置の名称 

原因•作動結果 

処置方ま 

再点乂安を装置 

参消乂直後、再点乂操たしたとき 

ク 

-燃焼室の温度び一旦ち却しでから 
でないと点乂動作に入らない 


^参燃焼室び冷却後、自動のに 1 
、点乂動作を開始します。 J 

排気管巧け検知装置 

(\E5 1 表示） 

参排気管の接続部びはすれたとき 
•排気管巧け検巧用リード線びはす 
れたり、斷線したとき 

ク 

• モニターサイン1 f !：1 1表术 
ス 1 ブ-ボイラーの運起停止 

i 

i 

>給排気筒及びが気管の接続部に 
はすれ、ゆるみびないか確認し 
ください。 

>排気管抜け検知用リード線のゆ 
み又は、はすれ-のれびないか 
認しでください。 

, _ * □キ就 ( ffl ) 

、 

で 

る 

確 

齡熙ド J 磯罗 

燃焼用送風機異常 
検出装置 

If 巧康示(スト-ブ用 送風機） 
表示(ボイラー用 送風機） 

参回較数が'異常に低下したとき 

ク 

* モニターサイン f 巧表示 
(ストーブ用送風機）又は 

1,ご巧1表示（ボイラー送風機） 

ストーブ-ボイラーの運お停止 

•お買いずめの販売店にご相談くだ 
さい。 

巧流用送風機異常 
検出装置 

( IfJl 表示） 

•回転数が'異常に低下したとき 

ク 

•モニターサイン [f O ' j 表示 
ストーブ-ボイラーの運転停止 

•お買いずめの販売店にご相談くだ 
さい。 

過電流防止装置 

(表示部を消の） 

参内部配線のシヨートにより週電流 
び流れたとき 

ク 

•電流ヒューズび切れ、すべでの 
運転を停止 

•お買い求めの販売店に修理を依頼 
しでください。 

循環か過昇防止装置 

♦熱交サーモスタツト 105 で 

い F 1 1 表示） 

•循環かが'極端に減少したとさ 
参循環かが'循環しないとき 

ク 

•モニターサイン1,ご表示 
ボイラーの運転停止 

i 

>原因を取り除いでから点乂操作 
しでください。 

^異常週昇防止サーモスタット^ 
:220 でび作動した場含（表示部 
を消な）は、点検-修理を依頼 

L しでください。 J 

を 

空ださ防止装置 

(1< ご引 表示） 

•循環水が'極端に減少したとさ 

ク 

* モニターサイン 1 ,ご：？陵示 
ボイラーの運起停止 

•ボイラーの運起をやめで、点検- 
修理を依頼しでください。 

参空ださ検出の原因を取り除いでか 
ら点乂操作をしで < ださい。 

安をサーミスタ 
(暮板上: 73 で） 

(If 引 表示） 

参巧流用送風機のファンフィルターや 
ストーフ''の前面が'ふさび'つたとき 
♦ストーブの前面に障害物などびあ 
るとき 〇 

- モニターサイン 1 fu 陵示 
自動のに消乂（ストーブ•ボイラー） 

i 

> 原因を取り除いでから点乂操作 
しでください。 

^異常週熱防止サーモスタット ^ 
:220 でび作動した場含（表示部 
を消の）は、点検-修理を依頼 

L しでください。 J 

を 






















































3 •曰常の点巧•寺入れ 


点検•手入れのときのを意 


点検•手入れは消乂後、ストーブが冷却しでから、必す電源プラヴをコンじントから巧いで巧って 
ください。 


么注意 I 電気部品の分解や市販品との交換は絶巧にしないでください。 


点検、手入れの必要項§、時期、ちる 


■周囲の巧燃物(使用ごと) 


参。么注意 I ス I -ーフ''の周囲は、常に整理•掃除し、燃えやすいちのを置かないでください。 


■ほこり•ちれ(使用ごと） 

参ほこりやちれをそのままにしでおきますと、油びしみたりしで危險です。 
ストーブはいつも清潔にしでご使用ください。 


■ミ由漏れ•油のたまり•油のにじみ(使用ごと） 

参置台*ミ由タンクに油漏れ-油のたまりや油のにじみびないか、ときどき点検しでください。 
また、給ミ由の際にこぼれたな油は、よくふきとつでください。 

•油漏れのある場含は、お羅い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


■ゴム製送油管の点検 • 交換の目安(シ-ズンネ刀め) 


♦ 挣注意 1 ゴ厶製送油管は、屋夕'^で使用しないでください。 

屋々冬マの使用は " t ゴ *1 でし、すす 

参屋内で]''厶製送ミ由管を使用しでいるときは、手で少し曲げ膨潤、収縮、変質、ひび割れびないか確認 
し、欠点のあるときは交換しでください。 

交換の目安は、 3 年に一度です。 


■ミ由タンク(シ-ズンネリめ、適時） 

参油タンク内は水やごみが'たまりやすいちのです。給ミ由のとき、点検しでください。 

油タンク内の水巧き及び掃除は、ミ由タンク付属の取扱説明書に従って巧っでください。 









曰常の点検•手入れ 


点検 • 手入れの必要項 S 、時期、方ま 


■給排気筒の接続部のゆるみ及びトップの周囲(月に 1 ◎程度） 

参給排気筒及び、トップの周固に障害物が'置いでないか、ときどき点検しでください。 

参給排気筒びつまりますと、不完全燃焼をおこします。シーズン初めには必す点検し、くちび巣をつく 
ったり異物が'入ったりしでいるときは、必す掃除しでください。 

給排気筒 参給排気筒及び、排気管の接続部びはすれたり、 

排気管抜け検知用 U — ド線びはすれたり、断線 
しでいないか点検しでください。 


( P 50 4種 D ) 


乂スススエルボ 



•給排気筒を一度取りはすしで、再び取り付ける 
とき、排気管の接続部内部にはめこんである0 
IJ ングが'破損しでいないか確かめでください。 


破損しでいた場台は、お買い求めの販売店に 
交換を依頼しでください。 



■定ミ由面器のストレーナの掃除 (適時） C お質い求めの販売店に依頼しでください。 ) 

•定油面器には、ごみを除くためのストレーナが'ついでいます。 

ごみびたまると、なミ由の流れを奶げで、十分な乂力び出なくなります。 

次のよラに掃除しでください。 



1 •ミ由タンクの送巧バルブを閱じでください。 

2 •ストーブの前板を止めでいるねじ （5 本）をはす 
し、前板の下側を引き上げで、前に引いで取りは 
すしでください。 

3•操作部を左図のよラに、の操作部の左側を少し引 
き上げで、③手前にまわしで、開いでください。 
定油面器びみえできます。 

4•ストレーナの掃除□にノ\ガキなどの層紙を差し込ん 
で、油ガイドを作り、その下に容器を置いでスト 
レーナの止めねじをゆるめではすしでください。 
定ミ由面器のちれたな油やごみび全部流れ出ます。 

5•ストレーナを取り出しで、きれいななミ由の中です 
すぎ洗いをしでください。（水で洗わないでくだ 
さい。） 


♦ストレーナパツキンを忘れめよラにしでくださ 
い。 

•ストレーナを逆に入れないでください。また、 
巧位置び、必す、ち横になるよラに取り付けで 
<ださい。 

参ストレーナの止めねじを、固く締め付けでくだ 
さい。 

•油漏れが'ないか確認しでください。 


止めなじ 































8. 曰常の点檢•ま入れ 


点検 • 手入れの必要項 S 、時期、方ま 


圓ストーフン\'ーナの掃除（適時) 質い求めの販売店に依頼しでください。) 


• rz 么注意1掃除は、ストーブを消乂させ巧分)ち却しでから、巧っでください。 

熱いが態で巧ラとやけどのおそれびあります。 

参ス I フ''パーナにすすがついで炎のおび不揃いになったときれス I ブバーナの底にすすやカスび 
たまりすぎで着火が'おそくなつたときは、つぎのよラにしですすを取り除いでください。 


上面板/ふた 




1•上面板ふたを取りはすしでくださし、。 


2. 断熱板ふたを取りはすしでください。 


3. 燃焼筒ふた押えを取りはすしでください。 


4. 燃焼筒ふたをはすしでください。 


5-スクルトンは中ふたに取りついでいます。スクルト 
ンをガラス円筒に当でないよラにしで、取りはすし 
で < ださい。 


6. 燃焼リンク'をまわしで取り出しでください。 












































曰常の点検•手入れ 



7•ノズル、点乂ヒータ、点火ネット、フレーム日 
ツドをいためないよラに、ポットバーナ内部の 
すすをドライバーなどでかき落としでから、巧 
でふきとつでください。 


8•組立での際、燃焼 IJ ンクは、左図のよラに正し 
く確実に取り付けでください。 


■反射す反 • ガラス円筒の掃除(適時) 


参 rA 注意1 掃除は、ストーブを消乂させ巧分)ち却しでから、巧つでください。 

熱いが態で巧ラとやけどのおそれびあります。 

•反射板及びガラス円筒にほこりが'たまりますと、反射効率か'悪くなるばかりでなく危険ですので、な 
の要領で適時掃除をしでほこりを取り除いでください。 





1•前面ガードをち側の固定ばねに個）からはすし 
左側にまわしでください。 

2•ガラス円筒を割らないようにま意しで、掃除機 
などで内部のほこりをきれいに掃除しでくださ 
い。 

3•やわらかい巧などで、反射板及びガラス円筒を 
きれいに拭いでください。 

4-掃除び終わりましたら、ちとどおりにじットしでく 
ださい。 

参前面ガードは、きちんと取り付けでください。 


圓ガラス円筒内ち|5の掃除 （適時）^お買い求めの販売店に依頼しでください。） 

♦ IA 注意 I 掃除は、ストーブを消乂させ巧分ち卽しでから、巧っでください。 

熱い状態で巧ラとやけどのおそれが'あります。 

参長時間の使用や、油だまりのよる大燃焼の後にはガラス円筒びすすけることびあります。ガラス 
円筒びすすけで炎び見えにくくなったときは、25’26ページ「ストーブバーナの掃除」の頂にし 
たびい、スクルトンをはすしでガラス円筒を掃除しでください。 


参ガラス円筒には、水をかけたり、衝撃をちえたり絶なしないよラミ主意しでください。 

参運転中にガラスび徐々にすすけた場含は、しばらくの間（約30分間）乂力を大きくすることにより、 
すすを除去することびできます。 



































































8. 曰常の点檢•ま入れ 


点検 • 手入れの必要項 S 、時期、方ま 


国ストーブ用点义ヒータ•点义ネット•ノズルの点検(シ-ズンのネリめ) 質し域めの販売風この i しでくださし、。 ) 

参ストーブ用点乂ヒータや点火ネットにすすび付着しますと、ホ熱び低下したり、油のひろびりび悪く 
なり、着火不良の原因になります。 

•ノズルの先端にすすび付着しますと、異常燃焼になったり、着乂不良や消乂時間び長くなる原因にな 
ります。 

シーズン初めには、必す点検しでください。 

ストーブ'用点乂ヒータ、点火ネット、ノズルの点検•交換は破損のないよラにま意しで巧ラ必要が'あ 
りますので、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 


■フレ—ム□ツドの点検(適時 K お買い求めの販売店に依頼しでください。) 

参フレー厶□、ソドの先端にすすび付着したり、フレー厶□ッドび変形すると、誤作動の原因になり 
ます。 

すすの付着やフレー厶□ッドの変形びある場含は、必すお買い求めの販売店に点検-交換を依頼 
しでください。 


■ボイラー用点乂ヒータの点検(シ-ズンのネリめ ） f ぉ質し、求めの販売店に依頼しでくださし〇 

参ボイラー用点火ヒータや点火しんにすすび付着しますと、ホ熱び低下したり、ミ由の吸上げび悪く 
なったりしで、点乂しにくくなり、着乂不良の原因になります。 

点乂ヒータの脱着は入意に巧ラ必要びありますので、必すお買い求めの販売店に依頼しでくださ 
い。 


■ボイラーバーナのミ由巧き ( お翼い求めの販売店に依頼しでください。 ） 

参着乂不良などのため、ボイラーバーナ内にミ由びたまった場含、次の要領で油を抜いでください。 



1•前板をはすしでください。 

2. ボイラー用送ミ由管とボイラーバーナ接続部下側 
に案内を設けで容器に受け、ボイラー用送油管の 
袋ナットをはすしでください。 

ボイラーバーナ内の油び流れ出ます。 



3. ミ由び全部流れ出たら元通りにボイラー用送油管 
袋ナツトを締め付けでください。 

油漏れのないことを確認しでください。 








































曰常の点檢•ま入れ 


■巧流用送風機のフアンフイルターの掃除 (週に 1 回似上） 

参フアンフイルターびごみやほこりで目ブまりすると、送風力び弱くなり排気温度上昇やストーブの表 
面温度が'上昇する原因になります。〔過熱防止装置（過熱防止サーモスタット）または安全サー三ス 
夕の働きで運転び停止する場台びあります。] 

次の要領でス I -ーフ''裏面のフアンフイルターの掃除を行つでください。 




1. 左図の矢巧のよラにフアンフイルターを手前に 
引き出し、ストーブ裏面から取りはすしでくだ 
さい。 

2-フアンフイルターに付着したほこりを掃除機で 
吸い取つでください。 

3•掃除び終わりましたら、ちとどおりに取り付け 
でください。 


フアンフイルターをはすしたまま運転しないでください。 

巧流用送風機のフアンフイルターをはすした状態で運転しますと、カーテンなどを巻き込んで乂災に 
なるおそれびあります。また手などをふれるとけびをするおそれびあります。 


■巧流用送風機の掃除(麵き） （33 買ぃ求めの販売店に依頼しでくださし、。つ 

参な流用送風機フアンにごみやほこりびたまると、送風力び弱くなり、音び大きくなっでくること 
びあります。 

このよラなときには、巧流用送風機フアンのほこりを取り除いでください。 

参ス I -ーブ後側の巧流用送風機のフアンフイルターをはすし、ブラシなどで静かにほこりを取り除 
いでください。 

参掃除終3後、フアンフイルターは必、すちとどおりに取り付けでください。 

■地震などの災害が'発をしたとさの点検にっいで 

参地震などの災害び発生し、ストーブに振動や衝撃び加わったときは、運転前に必す次の点検を巧 
っでください。 

• 給排気筒まわりのはすれ、漏れの確認 

点検で異常び見つかった場含は、お買いずめの販売店に修理を依頼しでください。 


■温か配管のか漏れの確認(適時） 

•ス I -ーブ内部や温水配管接含部から水漏れびないか確認しでください。 

参温水配管の途中にバルブを取り付けた場合は、必すバルブび開いでいることを確認しでください。 


mem 
































8. 曰常の点檢•ま入れ 


点検 • 手入れの必要項 S 、時期、方ま 


■循環かの補給(適時） 

• [ A 注意1 循環水は少しすつ蒸発します。1ク月に1回程度は、ち却時に膨張タンクのか位び規定か位 
にあることを確認し、不足しでいる場台は床暖房専用補巧液を補給しでください。 

上限水位必上は入れないよラま意しでください。 

(配管などの漏れで補給する場含は、床暖房用循環液を入れでください。） 



1•給水扉を開き、膨張タンクの給水キャップをはす 
します。 

r 給水キャップを図のように反時計ち向に約130° ^ 
L まわすとはすれます。 J 

参運転中、膨張タンクは高温になっでいます。補巧 
液を補給る時（給水キャップをはすす時）は、 
必す運転を停止し、ストーフ''が'ちえでから巧って 
<ださい。 

2 •を水カップのホースを給水□に十分に差し込ん 
で < ださい。 

3•ミ主水カップから上限水位まで、補巧液を補給し 
でください。 

参上限水位切上は入れないよラま意しでください。 



んま水カップのホースを元に戻しでください。 

参できるだけ、ホース内に補巧液び残らないよラ 
にしてください。 

5. 給水キャップを確実に締め込んでください。 
r 図のよラにキャップが'水平になるまで、しっかり 
L まわしでください。 


給水キャップの開閱ちま 


〈閉めた状態〉〈開いた状態〉 




































曰常の点檢•を入れ 


参コ□ナ純正床暖房用僱環液は、凍結予防の他に床暖房に使用される機器（ストーブ•コンべク 
ター.配管部品など）の防鐘効果を目的に作られた循環液で、すでに純水で適正な濃度に調含 
しでありますので、試運転時には、このままストーブに入れでください。 

参他社銘柄の防鐘剤、不凍液（特に車両用など）を使用したり、混含したりしますと防鐘効果び 
発揮されす機器の耐夕性びそこなわれたり、粘度びあわすポンプの性能が十分発揮されすに、 
沸騰しでしまラことびあります。 

参僱環液は、常温では引乂しませんび、加熱されたストーブの上などにかかると着火することがあ 
りますので、取扱いには十分を意しでください。 

参僱環液は3年を目安に入れ誓えでください。（開封した循環液ち含む） 

参僱環液の凍結温度は一20でに調含されでいます。 


<循環液*補巧液を入れ過ぎたとき〉 

循環液-補巧液を上限水位]^上に補給した場含は、 
次の要領で循環液を抜いでください。 


1 •給水扉をあけで < ださい。 

2 . 排水栓の下に案内を設けで容器に受け、排水栓 
のネジをはすしでください。循環液び流れ出ます。 

3. 水位び上限まで下びったら排水栓のネジを取り 
付けでください。 

液漏れのないことを確認しでください。 




9. 定期点檢 


長期間ご使用になりますと、ストーブの点検び必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終3後などに点検を実施しでください。点検のごホ目談は、お買い上 
げ店または、修理資格者〔(財）日本石ミ由燃焼機器保守協舍 （TEL 03-3499-2928) で巧ラ技術管 
理講習舍修万者（石ミ由機器技術管理±)など]のいる店までお問い含わせください。 


mm 






















10. 巧障•異常の見分け方と処置方る 


■次のよラな現象は故障ではありません。 

参修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


現 ま 

説 日月 

点 

乂 

時 

病 

乂 

時 

初めで使用するとき、煙やにおいびでる。 

耐熱塗料やほこりが'焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

燃焼開始時や消乂後に「ピチピチ」といラ音が'する。 

本体内部び熱により膨張、収縮するためです。 

点火時にポンと音が'する。 

点乂する時に発生する着乂音で、異常ではありません。 


■使用中に異常力 s ' ありましたら、次表により原因を調べで処置をしでください。 

•原因のわからないときや、処置のむすかしいときは、お買い求めの販売店、またはおおくのコ□ナお客様 
ごホ目談窓□にご連絡ください。 ※設定室温表示にモニターサインび表示されます。 


現象 

原因 
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電源プラグをコンじントに差し込んでいない 













強い地震びあった。または、ストーブに衝撃を 
ちえた 



• 










送油バルフ'力叩苗まっている 

参 

• 









参 

• 

ゴム製送油管に空気だまりびある 

参 

参 









参 

• 

定油面器に水、ごみの目ブまり 

• 

♦ 









• 

♦ 

給排気筒の設置び薑準通りでない。排気管び長すぎる 













巧流用送風機のフアンフィルターのほこりびたまった 




参 




• 





給排気筒工事不適当のため逆風現象びある 

参 










参 


燃焼リングの取付けび悪い 













給排気筒のつまり 













給排気筒トップ先端びおおわれでいる 

• 










参 


'油漏れびある 













給排気筒接続部びはすれでいる。すきまびある。 
排気管おけ検知用 IJ ー ド線端寺接続のゆるみ 





参 








フレーム□ッドにすすび多量に付着した 

• 






• 






循環水の不足 









• 

参 



温水配管びつぶれでいる。バルブび閉じでいる 









• 




長時間停電びあった （30 秒总上一 E 7表示） 






参 







停電びあった （1 秒]^>(上30秒末満一£9表示） 






• 







ルームサーモ取巧位置び悪い 





















































10. 巧障•異常の見分け方と処置方法 


現 象 

説 明 

燃 

焼 

時 

% 

の 

他 

青炎の中に黄色い炎（ホ火）び混じる。 

異常ではありません。 

給排気筒の先端から連続のに白煙び出る。 

外気温び低くなると、排気ガス中に含まれでいる水分び 
凝結しで水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙では 
ありません。 

な油ぎれの際、一瞬炎び大きくなつで消火する。 

異常ではありません。 

停電したと含の再通電直後 （ I f 7 I または I f 9 I 表示) 
点乂操作をすると、 I fSM 表示び出ることびある。 

停電によりストーブの温度び一時的に上昇するためで、 
異常ではありません。4〜5分冷却した後に、点乂操作 
しで < ださい。 

タイマー運転中のとき、表示部の表示が'暗い。 

待機時の消費電力節電のためです。異常ではありません。 


参次のよラな現象のときは使用を中止し、油タンクの送油バルフ''を閱じで販売店にご連絡くださし、。 


現 象 

症 が 

参点火時-燃焼時-消乂時に「ボーン」といラ 
大きな音びした。 

•ストーブび損傷したりパツキンび飛散しでいる 
おそれびあります。 

•黒煙を出しで燃えでいる。 

-燃焼び異常になつでいます。 

•置台にミ由び漏れでいる。 

-送油配管より油び漏れでいます。 


お 

び 

き 

< 

な 

ら 

な 

し、 

黒 

煙 

を 

出 

し 

m 

を 

る 

すガ 
すラ 
けス 
る円 
筒 
び 

を 

た 

で 

で 

燃 

を 

る 

な 
ミ由 
の 

長 

し、 

び 

す 

る 

す爆 
る発 
白勺 
な 
燃 
焼 
を 

電 

源 

び 

入 

ら 

な 

い 

乂室 

び温 

大び 

含イ氏 

<し、 

なの 

らに 

な 

し、 

夕正 

I 常 
び運 
お輯 
たす 
たる 
まつ 
らン 
なべ 
し、 ク 

沸 

と 

ラ 

音 

す 

る 

振 

動 

び 

大 

さ 

い 

処置方を 







参 





コンじント(こ確実に差し込む 












P 28 「地震などの災害び発生したときの点検についで」の 
点検項目を確認し、運転スイッチを巧し直し再点乂する 












送油バルブを開く 

• 











ゴム製送油管を振る。山おじなつでいる所は平に直す 

• 











送ミ由バルブをしめでストレーナをはすし、掃除する。ミ由タンクの水を巧く 


• 

• 









薑華通りに設置する 












フアンフィルターのほこりをブラシなどで掃除する 












給排気筒の取付けを適正(こする 


• 

• 

• 








正しく取り付ける 


参 

• 

• 








給排気筒を掃除する 


• 

• 

• 








おおつでいるちのを取り除く 





• 







漏れ箇所を締め直す（販売店に修理を依頼する） 





参 







給排気筒接続部のはすれを直す 
ゆるみを直す 












すすを取り除く（販売店に修理を依頼する） 









参 

• 

参 

販売店に修理を依頼する 









• 

• 


温水配管のつぶれを直す。バルブを開く 












設定室温、時刻などを t ットし再度点乂操作をする 












リじットし再度点乂操作する 








参 




適正な位置(こ取り付け直す 






















































11 •部品交換のしかた 


口^ま意 I 不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要 
な場合には、お買い求めの販売店又は、修理資格者〔（財）曰本石油 
燃焼機器保守協含で巧ラ技術管理講習を修了客（石'油機器技術管理±) 
など）のいる販売店にご相談ください。 

部品交換はコロナ純正®品とご指定ください。 


部品ご入用の際には、コ□ナ製品取扱販売店で必すコ□ナ純正部品とご指定ください。 

純正部品]^外の部品をご使用になりますと、性能び十分に発揮されないばかりか、ストーブを損傷 
したり思わめ事故の原因になります。 

消耗•劣化しやすい部品（交換が'必要な部品） 


項 目 

部品 名 

使用期間により交換び必要な部品 

ポットバーナ-点火ヒータ-燃焼リング•スクルトン • 

フレー厶□ッド-点乂ネット-ガラス円筒-各種パッ夺ン 

環境により劣化しやすい部品 

プ IJ ント配線板-燃焼用送風機-コ''厶製送油管 

変質-不純な油の使用により 
劣化しやすい部品 

電磁ポンプ-定ミ由面器-ノズル 


12. 保管 (長期間使用しない場を) 


設置したままで保管される場合やしまわれるときは、曰常の点検•手 
入れの項を参照し、次の要領で保管しでください。 

■手入れのしかた 

1. IA 注意 I 電源プラグを必すコンむントから巧いでください。 

2. 油タンクのな油は、すっかり出しでください。中に水分やごみび残ったままにしでおきますと、 

油タンクび腐食する原因になります。 

3. 定ミ由面器のストレーナをはすしで、水分やごみを除き、定油面器の中のな油を抜いでください。 

4. フアンフィルターのごみやほこりを取り除いでください。 

5. 前板をはすしで、掃除機などで内部のほこりを取り除いでください。 

6. 塗装部分は、湿った巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

7. 燃焼室のサビなどびある巧をペーパーで磨き「補修用の塗料」（別売品）で塗装しでください。 


■保管ちま 

1. きれいになったら、ポ IJ エチレンの袋に入れ、乾燥した場所に横倒しにしないでおしまいくださし、。 

2. 温水の配管を接続したままで保管する場合は、床暖房専用補巧液を上限水位まで補給しでおいでく 
ださい。 

3. 「取扱説明書」は、大切に保管しでください。 
















13 .仕様 


型式の 呼び 

UH 巨- TP 1010 

種 類 

ポット式-屋内用-強制給排気お-強制な流お-床暖房用 

点火ち 式 

電気点乂式 

使 用 燃 料 

なミ由 （ J に1号なミ由） 

暖房出力 

床暖房 
単独運転 

最大燃焼時 

5.08 kW 循環水量 420 L/h 

最小燃焼時 

1.63 kW 循環水量 210 L/h 

ストーブ 
単独運転 

最大燃焼時 

4.88 kW 

最小燃焼時 

1.62 kW 

床暖房•スト-ブ 
同時運転 

最大燃焼時 

10.1 kW 循環水量 420 L/h 

最小燃焼時 

3.24 kW 循環水量 210 L/h 

最大 

床暖房出力 

最大燃焼時 5.08 kW 循環水量 420 L/h 

発熱量 

及び 

熱効率 

床暖房 
単独運転 

最大燃焼時 

24,080 KJ/h 熱効率76.0% 

最小燃焼時 

8,150 KJ/h 熱効率71 . 70/0 

ストーブ 
単独運転 

最大燃焼時 

20,440 KJ/h 熱効率86.0% 

最小燃焼時 

7,330 KJ/h 熱効率79.1% 

床暖房•スト-ブ 
同時運転 

最大燃焼時 

44,520 KJ/h 熱効率81.6% 

最小燃焼時 

15,480 KJ/h 熱効率75.4% 

燃料 

消費量 

床暖房単独運転 

最大燃焼時 6.68 kW ( 0.65 L / h ) 最小燃焼時 2.26 kW ( 0.22 L / h ) 

ストーブ単独運転 

最大燃焼時 5.68 kW (0.552 L / h ) 最小燃焼時 2.04 kW (0.198 L / h ) 

床暖房•ストーブ同時運転 

最大燃焼時 12.37 kW (1.202 L / h ) 最小燃焼時 4.30 kW (0.418 L / h ) 

ストーブ単独運転標準適室 

温暖地木造21.5の2 (13 置）コンク U - 卜 SS.Onrf (17 置） 

寒冷地木造21.5の2 (13 置）コンクリート33.0の2 (20 置） 

本体 水 容量 

3 L (器具内蔵膨張タンク上限水位時） 

床暖房用熱交換器の最高使用任力 

88 kPa (0.9 kgf / cm 2) 

外 お 寸 ま 

高さ 628 mm 幅 824 mm 奥巧 523 mm (置台を含む） 

質 量 

47 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 50 Hz 

給排気筒の型式の呼び 

QU 49-2 

給排気筒の呼び径 

D 49 

給排気筒の壁貨通部の孔径 

085 fnn 

排 気温 度 

260で必下 

電流 ヒューズ 

5 A •10 A 

定格 

消費電力 

床暖房単独運転 

点火時 140 W 燃焼時 79 W 最大 180 W (点火初期に短時間発を） 

ストーブ単独運転 

点火時 340 W 燃焼時 42 W 最大 600 W (点乂初期に短時間発生） 

床暖房•ストーブ同時運転 

点乂時 460 W 燃焼時 98 W 最大 700 W (点乂初期に短時間発生） 

待機時消費電力 

3.0 W 

床ノ\ネルの接続面積 

13 〜 SOrrf (8 〜30置） 

システム巧許客水量 

50 L ]^ 下（膨張吸収量： 2 L ) 

循環ポンプ機外性能 

5-7, 3-15 ( mHsO - L / min ) 

温水配管接続 □ 

R 1/2オネジ 

安全装置 

巧震自動消乂装置-点乂安全装置-燃焼制御装置-停電ち全装置-過熱防止装置 

その他の 装置 

再点义安全装置 • 循環水過昇防止装置-排気管抜け検知装置-空ださ防止装置-過電流防止装置 
燃焼用送風機異常検出装置 • 巧流用送風機異常検出装置 • 安全サー5スタ 

付属品 

置台1個-ゴム製送ミ由管締イ寸バンド2個-本体固定金具2個 
給排気筒じット1個-取扱説明書-工事説明書-所有者票 


標準適室は、巧団法人*曰本ガス扫油機器工業含の薑定薑準によります。 

•cHi 




13 .仕様 


プリント配線お端子配置図 


SW 1 

□ 

ちご曰 
巧/皿 


スイツチ 


〇 

〇 

〇 

〇 


白 

青（己本) 
白 

青（日本) 


〇 

〇 

〇 


余余赤黒か 
10000〇] 


ホ 黑黑 


ヒューズ己 A 


黒 


灰灰 青 


〇 

〇 
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〇 

〇 
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〇 

〇 
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〇 

〇 

〇 


桃 


桃 


间 


〇 


〇 

〇 

〇 

〇 


表示部 


低圧トランス 


3 


対震 


ルームヴーモ 


空ださ 


排気筒外れ 




フレーム□ツド 


異常過熱ヴ-モスタット 


電源 


端子色ホ 


ボイラー 
燃焼用送風機 


点乂トランス 


ボイラー 
電磁ポンプ 


ボイラー 
吸引ポンプ 


ストーブ 
電磁ポンプ 


ストーブ 
吸引ポンプ 


過熱防止 
サーモスタット 


ポットヴーミスタ 


熱交サーモスタット 


切替サーモスタット 


湯温ヴーミスタ 


オープンポケット 
(操作部） 


〇 

白 1 

SW 2 

〇 

> 


n— 1 

〇 



m 

〇 
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因 
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〇 〇 


〇 〇 
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14 •アフターサービス 


■保証についで 

•このコ□ナ石ミをス I -ーブには保証書び付いでいます。 

保証書は、必す「お買い上げ曰•販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りく 
ださい。内容をよくお読みのあと、大切に保管しでください。 

参保証期間はお買い上げいただいた曰から1年間（本体）です。 

•次のよラな原因による故障および、事故につきましでは、保証の対象になりませんのでを意しでくだ 
さい。（詳しくは保証書をお読みください。） 

■変質なミをや不純灯ミ由など、またな油]^外の燃料使用による故障や事故。 

■誤った使用ちまによる故障や事故。 

■修理を依頼されるときについで 

• 「故障-異常の見分けちと処置ちま」 （31 〜32ぺージ参照）の項にしたびってお調べください。 
直らないときは、ご使用を中止し、必す電源プラグを巧いでから、お質い上げの販売店にご連絡くだ 
さい。 

•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

①品名 ③型式の呼び ③お買い上げ曰 ④故障の状況（出来るだけ具体的に） 

•修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたびっで、販売店び修理させでい 
にたきます。 

参保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使用できる場含には、ご希望により有料で修理させでいた 
だきます。 

参ご不明な点や修理に関するごホ目談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載さ 
れでいる「お客様ご相談窓□」にお問い含わせください。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されでいます。 


■補修用性能部品についで 

参当巧では、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り後、7年保有しでいます。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

■故障-修理の際の連絡先 

•お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お客様ご相談窓□」 
にご連絡ください。 


15. おがけ•移設 

r 据巧け•移設場所は販売店に依頼する 


据イ寸けや移設工事は販売店または据 f 寸業者に依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 


据巧け場所の選定及び標準据巧け例 


据付けについでは、火災ず防条例、電気設備に関する技術薑準などまちの薑準びあります。工事説明書 
の「特にを意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください）」をお読みになり、販売店ま 
たは据イ寸業者によくごす目談しでください。 

また、「標準据付け例」についでは、37 • 38ページを参照しでください。 


mm 





15. 据巧け•移設 


60cm 社 


1己 Ocml^ 上 


0 
給気 



巧燃物 






♦点検•手入れのため壁面からろ側ちは 30 cm 必上、左側ちは 20 cm 切上離しでください。 

♦側ち障害物は、両側にあってもよいび給排気筒と障害物、邱然物との距離は 45 cmJ ^ 上とっでくださし、。 
♦前ちに厮や建物びある場台は給排気筒先端と前ち障害物との距離は 60 cm 必上離し、かつ上ち及び両側 
ちに気流を阻止する障害物びないよラにしでください。 

♦給排気筒下面は地面から 20 cmJ ^ 上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先端び雪で 
ふさが'れるおそれのない高さを確保しでください。 

♦木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りをしである場所に給排気筒を通 
すときは、それらの金属部に接しないよラに電気的絶縁をしでください。 

♦壁に巧をあける場合、壁の内部にある電気配線•ガス•水道の配管にあたらない場所を選んでください。 


標準据巧け例 


ストーブの据付けは下図を満足させる位置に取り付けでくださし、。 



巧燃物 


点検-手入れのため A 寸法は 20cm が上、 
B 寸法は 30cm じ(上離して < ださし、。 
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15. 据巧け•移設 


〔マントルピースなどに設置する場含のストーブ周囲寸法]ストーブは必す壁面より 7 cmJ ^ 上手前に出すこと。 



82.4 cm 



参※ EP の寸法は、防乂性能評定委員舍により近接認定されたものです。 

•マントルピースなどストーブび囲われる場所に設置する場合の内部やその周のは、不燃材料または華不 
燃が料あるいは防熱板で仕上げを巧ってください。またストーブは必す壁面より 7 cmJ ^ 上手前に出しで 
ください。 


据巧け後の確認 


据付けび終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「特にま意しでいただきたいこと（安全のために必すお 
守りください)」をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据え付けられでいるかどラか確認 
しでください。 



試運転は販売店または据付業客とご一緒に必す行ってください。 


■運転準備 


• 「 A 注意 1 電源プラグをコンじントに根元まで確実に差し込んでください。 

参油タンクに給ミ由し、送ミ由経路の空気抜きをしでください。 

参送油経路やストーブよりミ由漏れびないか確認しでください。 

参温水配管途中にバルブなどびある場含には、全開にしでください。 
•安全装置を t ットしでください。 

淀ミ由面器 IJ じットレバー（黒色)を左ち向に止まるまで押しでください。] 
•タイマー運転になつでいませんか。 

•ボイラー湯温調節ボタンで設定湯温を最高(70で）に含わせでください。 


































































15. 据巧け•移設 



■循環液の給水(かはり) 


給氷扉 給水キツプ 





給水夺ヤップの開閱方法 


〈閉めたが態〉 

閉 Tf—- 减 - 



〈開いた状態〉 


開< 時 



閱める時 


1 •給水扉を開き、膨張タンクの給水キャップをはすしま 
す。 

I 給水キャップを図のよラに反時計ち向に約130°、 
、まわすとはすれます。 ) 

参運転中、膨張タンクは高温になつでいます。循環 
液を給水する時、（給水キャップをはすす時）は、 
必す運転を停止し、膨張タンクびちえでから巧つ 
でください。 

2 •ミ主水カップのホースを給水□に十分差し込んでくださ 
い。 

3 •ミ主水カップから上限水位まで、僱環液を給水しでくだ 
さい。 

4 •僱環ポンプ単独運転をしでください。 

表示部のボイラー運転表示び点滅しで、循環ポンプ 
だけび運転し、コンベクターなどへの水はりびでき 
ます。 

循環ポンプを運転し、コンベクターなどへの水張りび 
できます。 

僱環ポンプを運転しながら給水しでください。 

•上限水位]^上には給水しないでください。 

•水張り終3後は、必す循環ポンプ単独運転を停止 
しでください。 

•温水配管び複数の場合は、一回路すつ循環液を給 
水しでいくと、簡単に水張り、エアー抜きびでき 
ます。 

C 循環ポンプの単独運転ちま） 

①ボイラー運転スイッチを「の」にし、タイマーの 
換を「ボイラー」にします。 

③ ボイラー續温調節ボタン「高」「お」を同時に5秒 
間押し続けると、循環ポンプが'単独で運転します。 

⑤タイマー切換を「ストーブ」にすると、一時停止 
します。再び、「ボイラー」にすると、運転を再 
開します。 

④ 再び「高」「低」を同時に巧すと停止します。 


5 •ミ主水キャップのホースを元に戻しでください。 

参できるだけホース内に循環液び残らないよラにし 
でください。 


6 •給水キャップを確実に締め込んでください。 

^図のよラにキャップび水平になるまで、しっかり 
、まわしでください。 

給水扉を閉じでください。 


mm 


















































15. 据巧け•移設 


■運転 


1 •ボイラー運転スイッチ、ス I -ーブ運転スイッチを押 
しで「入」にしでください。 

•ボイラー運転表示、ス I -ーブ運転表示び点なしま 
す。 

参初めでお使いになるときは、耐熱謹料び焼けで煙 
と臭いびでますので換気を巧つでください。 

2 •ボイラーバーナは9〜12分間、ストーフ'パーナは5〜 
6分間のを備燃焼び終わると本燃焼にのり誓り、正常 
運転となります。 

3 •温水配管経路に、水漏れのないことを確認しでくだ 
さい。 

4 •異常なく燃焼-運転することを確認しでください。 
ボイラーバーナの燃焼状態は「点検窓」（左側面にあ 
ります）から確認できます。 

5.60〜90分後に、各部屋のコンべクターなどの温度び上昇しでいることを確認しでください。 

温度上昇の悪い部屋びありましたら、ヘッダの流量調節バルブを調節しでください。 

(温度の上びつでいる部屋の配管を絞つでください。） 

6 •異常びなければ、火力調節つまみを「微少」〜「大」に設定しでください。 

参炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ火）びまじつでち異常ではありません。 

7 •火力調節つまみを「自動」に含わせ、ルームサーモによる自動運転びできることを確認しでください。 

8 •循環水びち却した後、膨張タンクの水位び下限水位必下であれば僱環液を補給しでください。 


■消义の手順 

•ボイラー運転スイッチ、ス I -ーブ'運転スイッチを押しで「の」にし、異常なく運転を停止することを 
確認しでください。 

参ボイラー燃焼表示、ストーブ燃焼表示び消なし、消乂表示び点なします。 

•燃焼室び冷却すると自動的に燃焼用送風機、巧流用送風機、循環ポンプび停止し、すべでの表示び消 
なします。（ストーブ単独運転の場含は、循環ポンプは関係ありません。） 




参正常運しない場台は、31 -32 ページ「故障•異常の見分けちと処置ちま」を参照しでください。 
参長期間の保管後、再び設置する場含ち「試運転」の手順にしたびい、試運転を行ってください。 


G ネリめでお使いになるときのミ主意） 


•初めでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼き付くまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、窓を 
開けで部屋の換気をおこなつでください。また、小鳥やル動物などに養ミ響する場含び考えられます 
ので、この間は部屋に入れないでください。 

V _ ソ 

































MEMO 



MEMO 



信越. 
北陸地区 


新 潟 支店 
王祭サービス じン ター 
新潟東営業所 
長野営業所 
松本営業所 

を；尺ち 店 

をが サービス 它ン ター 
富山営業所 
福井営業所 


関東地区 


仙台市宮城野区曰ノ出町1 -7-32 
仙台巿宮城野区曰ノ出町1 -7-31 
郡山巿亀田 1-51-9 
山お巿東青田 3-6-28 
酒田巿錦の 1-183-1 


東京都北区豊島 8-4-8 
東京都北区豊島 8-4-8 
東京都北区豊島 8-4-8 
立川市高松町 1-22-3 
松戸市高塚新田9己-己 
横お市戸塚区原宿 4 T 目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和町西条2491 -2 
さいたま市北区宮原町 1-674-2 
さいたま市北区宮原町 1-674-2 
高崎市問屋町西 1-3-22 
き都宮市築瀬の2313 
太田市高林まの237已 
か戸市苦原町 653-2 
つくば市谷田部 6788- 19 


東北地区 


目 森ぶ お 
青森サービスじン ター 
秋田営業所 
秋田サービスじン ター 
ノ、 戸 営業所 
ノ、戸サービスじン ター 
弘前営業所 
弘前サービスじン ター 
盛岡営業所 
盛岡サービスじン ター 
水；尺営業所 


東お地区 


近畿- 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


名ち屋巿熱田区桜田の 16-1 1 
咨ち屋市熱田区桜田の 16-1 1 
静岡市駿可区高松 2-15-30 
岐阜巿六条南 2-7-8 
津巿高茶屋 3-29-38 
沼ま市西椎路 888-1 


干 456-0004 TEL (052)746-6600( げ表） 

干 456-0004 TEU 052)746-6603( 代贵 

干 422-8034 TEU 054)238 - 0005(代表） 

干500 -8358 TEL (0 己 8)268 —7己55(イず表） 
〒己 14-081 9 TEL (0 己 9)234 —8471(イザ表） 
干41 0-0303 TEL (0 已已 )968 —6210(イザ表） 


FAX の 52)884-6551 
FAX (052)884-6554 
FAX の54に38 - 0006 
FAX の58に 68-7550 
FAX の 59)2:34-8472 
FAX の己 5)968—621 2 


吹田巿南金田1 -8-47 干 564-0044 

吹田巿南金田1 -8-47 干 564-0044 

高松巿今里町1 -8-5 干 760-0078 

京都巿伏見区竹田段ノリ I 原の 70- 1 干61 2-8414 

ネ申戸巿西区枝吉 5-1 32 干651 -21 33 

彦根巿正ま寺の南出78 干 522-0024 

福知山市清';可東の68 干 620-0061 


TEU 06)6380-2111( 代表） 
TEU 06)6386-5670( 代表） 
TEU 087)835- 1711(代表） 
TEU 075)643-2002( 代表） 
TEU 078)922-2431( 代表） 
TEL (0749)24-6239( 代表） 
TEL (0773)22-0827( 代表） 


FAX の 6)6386-7262 
FAX の 6)6386 — 5588 
FAX の 87)835-01 60 
FAX の 75)643 -日870 
FAX の 78)922-2438 
FAX の 749)26-21 16 
FAX の 773)23-7592 


広島市安佐南区巧園 3-27- 2日 干731 -0 138 

広島市安佐南区巧園 3-27- 2日 干731 -01 38 

岡山巿北区辰己 35-1 03 〒7日日-0976 

米子巿目夕美の 235-1 〒683-003己 

局南巿徳山すーノ井手己63 1-4 干 745-0882 


TEU 082)871-3310( 代勤 
下[1_の82)871—3315(代表） 
TEL の 86)243— 7751(代表） 
TEU 0859)33-8157( 代表） 
TEU 0834)22-5567( 代表） 


FAX の 82)871-3306 
FAX の 82)871— 0272 
FAX の86に 43— 7191 
FAX の 859)23 - 0709 
FAX の 8:34)22 — 5589 


福岡市博多区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 

福岡巿博多区東比恵 2-2- 40 干81 2-0007 

北九州市ル詹北区愛客 2-6-4 干 803-0828 

鹿兒島市田上 7-16-5 干 890-0034 

熊本巿尾ノ上1 - 11 - 12 〒 862-09 13 

長崎県西彼が郡時まの左底郷お田 74-1 干851 -21 06 
旨崎巿露島 3-59- 2 干 880-0032 

大分市=佐 1-19-7 〒 870-0 108 


TEL (092)474-5771( 代表） 
TEL (092)474-6001( 代表） 
TEU 093)592-861 1(代表） 
TEL (099)281- T 321( 代表） 
TEL (096)367-7361( 代表） 
TEL (09 巳) 882 — 7710( 代表） 
TEL (0985)29-1 680(代表） 
下£1_(〇97)523-巳161(代表） 


FAX (092)474 -已77已 
FAX (092)474-6414 
FAX (093)592-8666 
FAX (099)281-1252 
FAX (096)369-6323 
FAX (09 己) 882-7767 
FAX (0985)2 已一 068 已 
FAX (097)523 —己 162 


干 030-0946 TEL (017)742 — 82己己 ( f ザ表） 

干030 -0946 TEUOl 7)743-2971 (代表） 
干01 0-0917 TEL (0 1 8)864-5671 (代表） 
干010 -0802 TEL の 18)864-521 9(代表） 
干 031-0073 TEL (01 78)24 -己289(代表） 
干 031-0073 TEL (01 78)47-6609( 代表） 
T 036-8086 TEL (01 72)28-3910( 代表） 
T 036-8086 TEL (01 72)26— 4770(代表） 
干02日-0823 TEL (01 9)622-4791 (代表） 
干02日-0823 TEU 01 9)604—0281 (代表） 
干 023-0002 TEU 0197)22-4155( 代動 

干 983-003 日下£1_の22に35-3181(代表） 
干 983-0035 TEL (022)783-1 791(代表） 

干 963-8033 TEL (024)9：38-2240 (代表） 

干 990-2423 TEL (023)642-3255( 代表） 

干 998-01 03 TEL (0234)31-0571( 代表） 


FAX (01 7)742-827 己 
FAX の 17)743-1 118 
FAX の 18)864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX の 178)45-4290 
FAX の 178)71-1344 
FAX の 172)28-01 91 
FAX の 172)29- 1133 
FAX の 19)622 -已244 
FAX (019)604-0283 
FAX の 197)22-4452 

FAX の 22)236-8810 
FAX (022)783-1792 
FAX (024)938-3021 
FAX の 23)642-3254 
FAX の 234)31-0581 


干 114-0003 TEL (03)3927 -1151(代表） 

干11 4-0003 TEL (03)3911-1131 (代表） 

干11 4-0003 TEL (03)3927 -n 日2(代表） 

干 190-001 1 TEL の 42)51 9-日271(代表） 
干 270-2222 TEL の 47)312-8330 (代表） 
干24日-0063 TEU 045)852-4008 (代表） 

干 409-3866 TEU 055)268- 1567(代表） 

干331 -081 2 TEL (048)651-1 722(代表） 

干33 1 -08 1 2 TEL の 48)6 日 1-1231 (代表） 
干 370-0007 TEL (027)361 -4806 (代表） 

干321 -0933 TEU 028)632-510 日(代表） 

干 373-0825 TEL (0276)38-6571 (代表） 

干31 0-0852 TEL (029 に41 -21 72(代表） 

干30日-0861 TEL (029)839-5325 (代表） 


FAX の 3)3927-1 160 
FAX の 3)3927-1 130 
FAX の 3)3927-1 160 
FAX の 42)528-2382 
FAX の 47)312-8338 
FAX の 45)852-5540 
FAX の 55)268- 1569 
FAX の 48)651-6370 
FAX の 48)651-6370 
FAX の 27)361-91 39 
FAX の 28)632 — 5205 
FAX の 276):38-5508 
FAX の 29)241-4268 
FAX の 29)8:36- 1913 


干 955-0864 
干 955-0864 
干 950-0855 
干 381-0022 
干 399-0033 

干 920-0027 
干 920-0027 
干 930-0985 
干91 8-8237 


TEU 0256)32-2126( 代表） 
TEL (0256)32-2129( 代表） 
下£1_の25に86-9131(代表） 
下£1_の26に21-5111(代表） 
TEU 0263)26-0051( 代表） 

TEL (076 に 60-0567( 代表） 
TEL (076)260-0038( 代表） 
TEL (076)444-0567( 代表） 
TEL (0776)23-0567( 代表） 


FAX の 256)35-851 9 
FAX の 256)32-21 37 
FAX の 25)286-331 3 
FAX (026)221-0039 
FAX の 263)25-9961 

FAX (076)260-0775 

FAX (076)260-0738 

FAX (076)444-0611 

FAX (0776)23-0580 


札幌市白石区平和通 16 了目南 1-19 干003 -0028 

札幌市白石区米里3条2 了目 6-25 干003 -0873 

函館市西ち梗の2 1-2 干04 1-0824 

旭" I 市ま旭川南1桑2 了目2-日 干078 -826 1 

帯広市西18条北1了目1 7-1 干080 -0048 

卸 I 路市花園町 4-1 7 干 085-0038 

北見市美ち町 9-1-30 〒〇 90-0064 


TEL (01 1)864-0440( 代表） 
TEL (01 1)879-2121 (代表） 
TEUOl 38)48-6070( 代表） 
TEL (01 66)37-2330( 代表） 
TEL (01 55)35-751 8(代表） 
下£1_(0154に4-4191(代表） 
TEUOl 57)26-21 03(代表） 


FAX の1 1)863-3154 
FAX のり）87 1-200 日 
FAX の 138)48-608 日 
FAX の 166)37-2338 
FAX の 155)35-751 日 
FAX の 154)24-0451 
FAX の 157)26-21 日7 


;!備道地区 


沖縄地区 


巧縄営業所宜野舊巿ま地;'白738 

シーサイド■パーク102 


干901 -2227 TEL(098)897 — 5677(代表 ） FAX の 98)897-5679 


27039002 


本社•工場兰条市東新な 7-7 干 955-8 己10 

柏崎工場 柏崎市宝町 2-58 于94日-0817 

長岡工場長岡市下条町倉ノ浦1069干 940-1 146 


TEL (0256)32 — 2111(大代表） 
TEL (0257)23-51 75(代表） 
TEL (0258)22-21 21 ( 代表） 


株ぶ含な 


〔お客様ご相談窓□一覧表 


修理サービスや製品についでのごホ目談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のごホ目談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈爸品などでお困りの場合は、下記のお近くの窓□にごす目談く 
ださい。 

名称、所在地、電話塞号は、変更する場合びありますのでご3承ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 


コ□ナサービスセンター 
崎0120 -919-302 

一 (修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 ’ PHS 等からは 
最畜の サービスセンター 
へ直接おかけください。 
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